
監督会議の指示事項 <学童>
愛知県軟式野球連盟

この指示事項は、必ずチームの関係者全員に徹底させること。

試合の決定

1。 その日の試合を行 うか否かは、午前 7時に役員が天候の状況、グラウンドの状態に

よって決定する。一度中止 と決定した場合、その日の試合は行わない。

2.決行 。中止は連盟から連絡をしないので、チームの代表者のみ、下記へ問い合わせ

て下さい。

問い合わせ先  鈴 木 審判長  携帯 090-3556-3044

大会使用球 0適用規則

1.大会使用球は、「  くつ レ■ス   」 J号とする。

2.適用規則は、本年度の公認野球規則及び連盟取 り決め事項を適用する。

出場資格

1.選手の二重登録は固く禁止されているから、代表者は責任をもって下さい。

2。 日本少年野球連盟、リトルリーグなど硬式ボールを使用 している団体に登録され

ている者の登録は認めない。役員も同様である。

3.出場選手の背番号は、必ず届け出てあるものでなければならない。

一旦届け出た背番号を変更することは認められない。

4。 選手の登録は、 25名以内とする。

試合上の注意事項

1.チーム全員が開始予定時刻 60分前に球場に到着して、代表者は大会本部に到着

した旨報告すること。 (大会本部にて打順表を交付する)

前の試合が早 く終了した場合、開始予定時間より早 く試合を開始する。

2.2試 合日以降の打順表の提出時期は、前の試合の 3回終了時に提出すること。

3,試合開始予定時刻になっても到着しないチームは原則棄権とする。

4.ベンチは抽選番号の若い方を一塁側 とする。

5。 試合前のシー トノックは 5分間とする。なお、大会運営の関係でシー トノック な し

なしで試合を開始することもある。

6。 シー トノック、補助ノックをする人は、必ずユニフォームを着用のこと。

7.試合は6回戦であるが、暗黒 。降雨などで 6回までイエングが進まなくとも4回

を終了すれば試合は成立する。

8.得点差によるコール ドゲームは、 4回以降 7点差とする。

9.試合時間は 1時間 30分をこえて新 しいイエングに入らない。

10。 6回で勝敗が決しない場合は、タイブレーク方式を行 う。



11.タイブレーク方式は、継続打順で、前回の最終打者を一塁走者、その前の打者を

二塁の走者とする。すなわち 0アウ ト1・ 2塁の状態として 1イ エング行い、得

点の多いチームを勝ちとする。なお、同点の場合は抽選 とする。(決勝戦は除く)

12.抗議権を有する者は、監督か当該プレーヤーである。

13.監督に限り、グラウンドに出て指示することができる。   ブ ケ́ X

14.球場内では トスバッティングのみ認める。フリーバッティングは禁止とする。

15.攻守交代時の最後のボール保持者は、必ず投手板上にボールを置 くこと。

16.グ ラウンド内に野球用具以外の物を持ち込んではならない。(例 机・椅子 )

その他

1.試合中ベンチに入れる人は、登録されたユニフォームを着用した監督 30番、

コーチ 29番・ 28番及び選手 25名以内と、チーム代表者、マネジャー、

スコアラー、 トレーナー (有資格者)各 1名 とする。

2.熱中症対策として、保護者 2名 までベンチに入ることができる。。

3.捕手はマスク・プロテクター・レガーズ 。捕手用ヘルメット・ファウルカップ

を着用すること。

4。 打者 0次打者・走者 0ベースコーチは、両棋1にイヤーフラップのついたヘルメッ

トを着用すること。

5。 用具はすべて全日本軟式野球連盟の公認のものに限る。

(金属バット0ハイコンバット・ヘルメット・捕手の装具 )

6.応援の人のメガホンの使用を禁止する。

7.捕手または内野手が 1試合に投手のもとへ行ける回数は、 3回以内とする。

なお、延長戦 (タイブレーク方式を合む)は、 1イ エングに 1回 とする。
Psチ

`8.攻撃俣1のタイムは 1試合に 3回以内とする。

なお、延長戦 (タイブレーク方式を合む)は、 1イ ニングに 1回 とする。

9.監督が 1試合に投手のもとへ行ける回数は、 3回以内とする。

なお、延長戦 (タイブレーク方式を合む)は、 1イ エングに 1回 とする。

10.投手の投球数の制限を設ける。 1日 70球以内とする。なお、打撃の途中に達 し

た場合は。その打撃が完了するか攻守交代まで投球できる。

11.指名打者ルールを使用することができる。ただし、二刀流選手を採用 しない。

12,投手の 12秒及び 20秒ルールを適用する。

13.試合終了後、相手チーム及び本部席に挨拶に行かなくてよい。

14.チームで出したごみ 。ペットボ トル等は持ち帰って下さい。

禁止事項

1.投手は、変化球を投げることを禁止する。

2.その他野球規則 6.04の禁止事項を遵守すること。
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